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脳の仕組みを一緒に
明らかにしていきましょう。

精神神経疾患の分子病態の解析

　多くの精神神経疾患で、その分子病態
が明らかになっておらず、根本的な治療
法の開発が遅れています。私たちは精神
疾患患者でみられる遺伝子変異を導入
したマウスを精神疾患モデル動物として、
そのマウスでみられる異常を、行動、回
路、分子の各階層で解析することによっ
て、精神疾患の分子病態の解明を進め
ています。さらに社会環境などの要因を
負荷することで、遺伝と環境の相互作用
からみた発症のメカニズムに迫っていま
す。

精神疾患のトランスレーショナルリ
サーチ

私たちはこれまでに臨床部門や製薬
企業と連携して精神疾患のトランスレー
ショナルリサーチをすすめてきました。ひき
つづき創薬を目指した研究を行います。

　私たちの研究室では、独自に開発し
た神経回路活動制御法や特定神経回
路の神経活動の可視化により、認知学
習行動や意思決定行動といった高次
脳機能の神経基盤の解明に取り組ん
でいます。また、精神神経疾患モデルマ
ウスを用いて、精神神経疾患の分子病
態の解析を行っています。特に精神疾
患発症に関わる遺伝-環境相互作用の
分子機構の解明に取り組んでいます。
臨床部門や製薬企業との連携により、
精神疾患の創薬を目指すトランスレー
ショナルリサーチをすすめていきます。

高次脳機能の神経回路機構の解析

　私たちはマウスにおいて大脳基底核
神経回路の特定の神経伝達を制御する
手法を開発し、認知学習行動において
特定の神経回路がそれぞれ固有の役
割を担っていることを示してきました。マ
ウスの認知課題（図）などを用いて高次
脳機能における神経回路の制御機構
の解明を進めています。また、本能行動
や社会行動の神経回路機構についても
解析を行います。神経回路制御には独
自に開発した可逆的神経伝達阻止法
に加えて、光遺伝学的手法、薬理遺伝
学的手法を用います。行動下のマウスで
の特定神経細胞の活動を可視化し、脳
内顕微鏡やファイバーフォトメトリ法を用
いて観察します。

図. ファイバーフォトメトリ法により、行動下の
マウスの特定神経細胞の活動を観察する

図：マウスの認知学習課題
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